
商業部会⻑報告
１．会議名 第２回商業部会（オープン部会）

２．日 時 2024年8月29日（木）14︓00〜15︓30

３．場 所 秋田商工会議所 7階 ホール80

４．出席者 部会員等24名

５．懇 談 今から始める︕インバウンド需要獲得に向けた対応策
(一社)ジャパンショッピングツーリズム協会

代表理事・事務局⻑ 新津 研一 氏
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① 訪日旅⾏者は2025年に4,000万人超が確実で、インバウンド市場は2030年に
6,000万人、11兆円規模へ倍増する。 ※JTB総研予測

② 旅⾏消費額は現在の4.4兆円から2035年には13.7兆円へ倍増し、観光客の２人
に１人は外国人という状態となり、今後10年で世の中の様相は一変する。

③ 国の戦略で2023年は純増4兆円以上の経済効果となり、多くの企業の業績向上
に直結したが、残念ながら秋田への効果はごく僅か。

（１）直近のインバウンド市場（消費・商況）
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市場別にみた訪日旅行者数の推移予測（４月時点予測）

※上記グラフは講師資料より（無断転載等禁止）



① 政府は「インバウンド回復」「国内交流拡⼤」「⾼付加価値で持続可能な観光
地域づくり」の３つの戦略で、消費拡⼤、地方誘客、持続可能な観光の実現を
目指す。

② 観光庁は、2025年度税制改正に、訪日旅⾏者向けの免税制度の⾒直しを要望。
現⾏の購⼊時に免税分が反映される方式から、出国時に税関で免税販売が成⽴
するリファンド式へと移⾏する。（具体的な開始時期は未定）

③ さらに、地方を中⼼としたインバウンド誘客の戦略的取組の枠組みで、「地方
部における新消費税免税店モデル構築等事業(2025年度予算)」により、工芸
品・特産品などの小売店を中⼼に免税店化のモデル実証事業（全国5か所程度
公募）を実施する。

（２）秋田で取り組むチャンス
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（２）秋田で取り組むチャンス（参考資料）
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① 前回セミナー参加をきっかけに免税店へ ② 20か国以上の外国人客が次々と来店

③ 取組みのポイント
ポイント１ まず、やってみる︕
・会話（⾔語）に不安を感じたが⾝振り⼿振りで接客
・⽀援ツール（指さし会話シートなど）は無料でダウンロード可能

ポイント２ 覚えた英語は３つだけ︕
・ようこそ、どこからきたの︖、一緒に写真を撮ろう
・お客様の出⾝地を世界地図に残すことで距離が縮まった

ポイント３ 売っているのはMade in JAPAN
・秋田の器は売っていない
・ALL Made in JAPANで、十分満足してもらえる

（３）秋田で取り組むヒント（有限会社⻘井陶器店）

5※上記写真は講師資料より（無断転載等禁止）


